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《
五
臓
の
相
互
関
係
》

　
五
臓
は
、そ
れ
ぞ
れ
影
響
し
合
っ
て

生
命
活
動
を
維
持
し
て
い
ま
す
。そ
の

相
互
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
五
臓
の
中
の
二
臓
の
組
み
合
わ
せ
は
、

10
組
あ
り
ま
す
。

1
．心
と
肺
　
2
．心
と
脾

3
．心
と
肝
　
4
．心
と
腎

5
．肺
と
脾
　
6
．肺
と
肝

7
．肺
と
腎
　
8
．肝
と
脾

9
．肝
と
腎
　
10
．脾
と
腎

　
今
回
は
1
の《
心
と
肺
》に
つ
い
て

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
．心
と
肺

【
心
と
肺
の
正
常
関
係
】

　
肺
と
心
の
関
係（
図
1
）に
お
い
て
、

肺
は
、気
を
主
り（
＝
全
身
の
気
を
運
ぶ
）、

呼
吸
を
主
宰
す
る
以
外
に
、宗
気（
＝
推
し

出
す
パ
ワ
ー
を
持
っ
た
気
の
こ
と
を

云
い
ま
す
。推
動
作
用
を
強
く
示
す
気

で
心
拍
運
動
や
呼
吸
運
動
を
促
進
し
、

発
声
に
も
関
与
）を
生
成
し
て
血
を

巡
ら
し
ま
す
。さ
ら
に
肺
気
を
宣
発
・
粛

降
さ
せ
て「
百
脈
を
集
め
る
」と
云
っ
て

全
身
の
血
の
循
環
速
度
を
調
節
し
ま
す
。

　
心
は
、血
脈
を
主
り
ま
す
が（
＝
全
身

の
血
液
を
運
ぶ
）、こ
の
行
血（
血
の

循
環
）は
、心
の
み
に
よ
る
も
の
で
な
く
、

肺
で
生
成
さ
れ
た
宗
気
の
手
助
け
も

要
り
ま
す
。心
は
、肺
を
滋
養
し
て
、

肺
の
宗
気
の
生
成
に
も
関
与
し
ま
す
。

つ
ま
り
肺
気
は
、血
で
作
ら
れ
、心
血
は

宗
気
の
力
で
循
環
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
心
と
肺
は
、生
理
上
密
接

な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　【心
と
肺
の
病
的
関
係
】

　

　
病
的
な
状
態（
図
2
）で
は
、（
図
3
）

慢
性
的
な
肺
疾
患
に
よ
る
長
引
く
咳
嗽
、

慢
性
疲
労
な
ど
で
肺
の
機
能
が
低
下（
肺

気
虚
）す
る
と
、宗
気
が
不
足
し
て
血
を

動
か
す
推
動
作
用
の
低
下
に
よ
り
心
の

機
能
低
下（
心
気
虚
）と
な
っ
て
血
の
循
環

も
不
良
に
な
り
ま
す
。

　
逆
に
病
後
や
慢
性
疾
患
な
ど
に
よ
っ
て

心
の
機
能
が
低
下（
心
気
虚
）し
て
、心

は
宗
気
を
肺
に
運
べ
ず
、肺
へ
の
滋
養

が
低
下
し
て
肺
気
虚
に
陥
り
易
く
な
り

ま
す
。例
え
ば
、心
疾
患
で
心
気
が
不
足

し
て
血
の
運
行
が
長
期
間
障
害
さ
れ
た

後
に
肺
気
の
宣
散
・
粛
降
が
障
害
さ
れ

て
呼
吸
困
難
を
訴
え
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。（
西
洋
医
学
で
は
、心
不
全
か
ら

呼
吸
困
難
を
来
す
心
臓
喘
息
が
該
当
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。）

　
こ
の
よ
う
に
心
気
虚
と
肺
気
虚
の
症
状

が
同
時
に
出
や
す
く
な
り
ま
す
。こ
の

病
態
を
心
肺
気
虚
と
云
い
ま
す
。心
肺
気

虚（
図
3
、4
）で
は
、①
心
気
虚
症
状（
推

動
作
用
の
低
下
）と
し
て
動
悸
･
息
切
れ

を
生
じ
、体
動
や
過
労
、冷
感
刺
激
で
悪

化
し
ま
す
。冷
感
も
伴
い
ま
す
。ひ
ど
く

な
る
と
浮
腫
を
生
じ
ま
す
。

　
②
肺
気
虚
と
し
て
息
切
れ
･
咳
嗽
･

喀
痰（
白
色
や
透
明
で
多
量
の
痰
が

多
い
）･
呼
吸
困
難
・
自
汗（
日
中
い
つ

も
か
く
汗
の
こ
と
を
云
う
。体
動
で
増

強
す
る
。盗
汗
は
、寝
汗
）・
易
感
冒
･

弱
々
し
い
声
、宗
気
の
不
足
に
よ
り

顔
色
蒼
白
･
疲
労
倦
怠
感
・
冷
感
･

め
ま
い
な
ど
を
生
じ
ま
す
。

　【治
方
】

　　
心
と
肺
の
機
能
を
補
い
ま
す
。慢
性

咳
嗽
･
動
悸
発
汗
・
息
切
れ
・
易
感
冒
に

は
、補
肺
湯（
桑
白
皮
、熟
地
黄
、人
参
、

紫
苑
、黄
耆
、五
味
子
）、倦
怠
感
･

動
悸
・
息
切
れ
に
保
元
湯（
黄
耆
、人
参
、

肉
桂
、炙
甘
草
、生
姜
）、易
感
冒
･
易

発
汗
に
は
、玉
屏
風
散（
黄
耆
、白
朮
、

防
風
）を
用
い
ま
す
。

30

①

つ
か
さ
ど
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医
療
法
人
和
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会
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月
ク
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ッ
ク

日
本
東
洋
医
学
会
専
門
医

医
学
博
士

辻
　
　
和
　
之

昭和26年 北海道江差町に生まれる
昭和50年 千葉大学薬学部卒業
昭和57年 旭川医科大学卒業
平成 4年 医学博士取得
平成10年 新十津川で
　　　　 医療法人和漢全人会花月クリニック開設
日本東洋医学会　専門医
日本糖尿病学会　専門医
日本内科学会　　認定医
日本内視鏡学会　認定医

医療法人社団和漢全人会花月クリニック

図1．心と肺の関係

百脈を朝する
宣発・粛降
宗気

肺気が行血（血液循環）
を促進

心血が気を運搬し、
呼吸を維持する

滋養

肺 心

図3．心肺気虚

図2．心と肺の病的関係

宣発・粛降↓
宗気↓

行血↓

気血運行↓　滋養↓

肺気虚 心気虚心肺気虚

図4．心肺気虚の症状

・推動作用の低下
   心悸（動悸して情緒不安定になる）、
   顔面蒼白、気虚による血瘀、
   無力感、全身倦怠
　
・肺気不足
   息切れ、浅い呼吸、
   咳嗽して喘鳴（ゼイゼイ）
　
・宣発作用の低下
   水様痰（水液が宣散出来ずに体外に
   出て行かず、水液が集まって痰を形成）
　
・粛降作用の低下
   胸悶（粛降作用低下で気を各臓腑に
   供給できないため、息苦しさ、胸が
   詰まる、胸が腫る、落ち着かないような
   胸の不快感）
　
・衛気の固摂作用の低下
   自汗

《心》

《肺》

心気虚

肺気虚

心は宗気を
肺に運べず
呼吸障害を
起こす宗気不足に

なって血行の
推動力↓
循環不全を
来す

病後の虚弱
慢性疾患

慢性の咳嗽
肉体疲労

心
肺
気
虚（
症
状
…
図
4
参
照
）

心血↓によって
心を滋養出来ず
心気が不足

＋

①

17


